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漁獲時聞は昼間 (3ひき網-4ひき網)

の網にのみ入網して夜聞は全く入網しなか

った。

魚群探知機:古野電気製FUV-22 50 

守町聞E ・E ・-司園周囲田圃

KC (28KC切替可)には記録されなかっ 「提寺

21". 

船

漁 具

漁獲月日

51年 4月 4.5日

4月 613 

4月 11日

た。

漁獲時の体色は水揚時より紅かった。

漁具は日本漁網製の底ぴき網で、日柄田

-C型トロール網(統一型)の構成図によ

れば、ヘッドロープ長は、 16.4m+3.6m + 

16.4 m= 36.4m、網口の高さは約 4.2mと

推定された。またコットエンドの網目は船

頭からの礎、取では、約却制1と30聞の 2種を

.使用していた。

生物学的調査用として前記の 3回目に漁

獲した 1ケース・10砲の一部を解凍し、こ

の中から比較的完全な標本を選び、性別を

調べて性比とした。雌はこの内から 1∞尾

雄については全部の 3尾について全長(額

角先端から尾節末端まで)、頭胸甲長、体

重を雌雄別に測定し、雌の個体番号 1~却

の20尾については適当に摘出した卵巣卵の

表1. キタノサクラエピを漁獲したときの状況

第 8観音丸、沖合底びき網、スターン型、 53.田トン、 Z70P8、鉄製

底びき網、コツトエンドの網目:2仰と 3仰、ヘッドロープ長:お.4m

網口の高さ:約 4.2m

漁獲位置 漁獲時間 漁獲努力量 聴取漁獲量 水揚量 市場価格

塩屋崎Eを831浬 昼間のみ 2.5ひき網 40樽 x45Kg 1 ，000 Kg 81円/Kg

全 (海深上 5∞ m) 
全上 2 35 1，6伺 110 

日立銅山沖 全 上 ? ? 100 1∞ 

最大卵の卵径を、 1尾3粒づっ測定した。また一方で'tt個体番号22の全長 48.8棚、頭胸甲長 15.8胴

体重1.01gの雌個体から卵巣卵を適当に摘出し、顕微鏡で視野内の卵の卵径を無作為に別粒測定し

Tこ。

結 果
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ひき網)

、網しなか

Left 3rd peraeopod， femaJe，car.length 16.2幽
1st segm叩 1length: 1.811D11，2nd segment length:7，53mm 
3rd segment length: 5.8邑回，4thsegment length:8 .41紐a
XII times 

'_ 22 

1れなかっ

、っT乙。

?、日隅田

E成図によ

十3.6m+ 
J 4.2 mと

〉網目は船

mの 2種を

50 

3回目に漁

厚凍し、こ

人性別を

ドら1∞尾

C全長(額

旬甲長、体

番号 1~却

ヒ卵巣卵の
Left 4th peraeopod， female，四r.length16.2mm 
1st segment length:2 .73mm，2nd segment length:5.侭 四

3rd segment length:3.47J四，4thsegment length:3.05岡

XIl times 

:製

~.4m 

Lelt 5th peraeopod，!emale，car.length 16.2mm 
1st segment length:2.1缶四，2ndsegment length:2.2!加盟
3rd segment length:!.75mm，4th segment length:!.2!面倒
X12times 

一一一…L 
長 15.8棚

ゆ粒測定し

S. .5'imitiJ' 図2.第3、4、5胸脚、左、雌、
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種の同定

種の同定に必要な keyをまとめると以下のようになろう。

1. r尾肢の内肢に平衡器jめがない0 ・・・H ・H ・....…...・ H ・....・H ・.....アミ目ではない0

2. r尾節末端近くに 1対の小万状副刺J6)がなし、。

また「樹枝状の鯨が頭胸甲に被われず裸出j していなし、0 ・・....・H ・-・オキアミ目ではなし、。

3.胸腕はすべて繊弱で、腹肢はよく発達して遊泳に適している 6)O-u十脚目、長尾類、遊泳類

4.第 4、第 5胸脚は第 3胸抑より著しく短く、 (歩脚としての機能が退化すると共に)第 4、第 5胸

脚の各節には羽状剛毛が密生している η (遊泳に適すようになっている)。図 20

・・・・・・・・サクラエビ軒

5・腹面、触角柄、胸肢に発光器 5)が並んで、いない 8)。胸部に(鯨室の上と顎の baseの側面 9))内臓

の一部として 2対の発光腺Organsof pesta がある 8~10)0....….genus Sergestes 10) 

6.第 1触角柄は 3鮪よりなるが、第 1節が第 3節より長い 8)、9)、11)。図 30

第 1節が第 3節より長い種は Seγgestesには 2種しかいない8)。その種は S.similisHANSENω 

キタノサクラエピ 4)とS.町 cticu，y11)で、後者は大西洋に分布し、太平洋には分布しない旬。

. Sergestes similis HANSENの雌雄共通の特徴

7.雄性生殖突起Petasmaに特徴がある 8)。図 40 Petasmaの lobusterminalis は Processus

ventralisより長いの0・…....・H ・....・H ・.Sergestes simitげの維の特徴。

Lelt peduncle 01 the antennula， above view 

carapace length 16.2mm，female， X13times 

1st segment length:5.1mm， 2nd segment length:2.5mm 

3rd segment length:2.9四

図3.第 1触角柄、左、背面観、雌、 S.れ mitis

1st segment 

~一四
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l.t. / 
k類

~i p.v. 

1、第 5胸
1. c. 

面9)) 内臓
V IJL l.a 

日SEN11) 

8) 。 u
 

D
a
 

rocesSUS 

Right petasma， anterior view 
X25times， car.length 11.2mm 
p. v. :process ventral， 1. t.: lobular terminal 
I.c. :1ぬularconnect， 1. a : lobular armature 

p. u. :process ¥mciferous 

D
A
 

F
争
且

egment 

lam. 

Petasma， anterior view 

Xlltimes， car. lengih 11.2mm 

lam: lamina external， f. p目 :firstpleopods 

図4. 雄性生殖突起 S. れmiti~
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漁獲されたキタノサクラエピの生物学的特徴

性比 漁獲されたキタノサグラエビ S.ぬmitisの雄性生殖突起 Petasmaを図 4に示したが、

M工LNE 1968 9)が図示した Petasma と全く同様の型をしていたo Adultであろう。

性比を検討するための雌維の判別は Petasmaの有無によって行った。その結果雌 157尾に対し、

維はわずかに 3尾で、性比は 1: 0.01911.雌 1∞尾に対し維が約 2尾であった。

QMORI.KAWAMURA and A工ZAWA1972めによれば北太平洋における全ネット採集物の性比が

'2zl : 150、相模湾の 1月には81%が雌、北鯨のヒゲ鯨の胃からの採集物では 715:541であったという。

QMORl1oo912)はサクラエピ Sergiatu.oens (属名S町 9山はOMOR工197410)jこしたがった〉の性比につ

いて 4月には 1: 1であった性比が、 5-7月の産卵期には雌が多くなり、 8月にはもとに復すと述

べ、産卵期が近づくと雌雄が別の若干れをつくることを切らかにしている 90

表2. キタノサクラエピの全長、頭胸甲長、体重量 成長 表2に全長、頭胸甲長、体重

大型卵卵径測定結果 の測定結果を示した。

測定 I:平均値|分散|標準偏差 全長は図 5にみられるように雌が雄より

測定部 位 |尾数 1=_I ~， L_I 大きく、雌はお~日棚の範聞にあって平
n 支 mm Iαri'mm Iαnmm 

全 長 閑 雌 I1∞I 46.523 I 7.3496 I 2.7110 

雄 1 3 1 36.833 1 5.飾 6 I 2.24邸
ー一一一一一一一一一←一._~~-~..-ー一一ー一一十一一一一一ー+ー一一一一一戸一

頭胸甲長棚雌 11∞1 14.452 I 1.1343 I 1.加50

雄 I 3 I 11.1∞1 0.38∞1 0.61臼
一一一一一一一一・ー一一一一一一~-~-ー--一一‘ーーーーーーー匂ーー‘ー←一一一一一一

体重 g 雌 11∞1 0.81制 0.017781 0.13336 

雄 1 3 1 0.4日31 o.∞5361 0.073時
一一一ーーーーー一一一一ー+ー一一ーー+ー一一一一ーい一一一一一→ーーーーー一一一
卵 径大翻s1 印 1 0.117 1 0.0峨 81 o.田鍋

加尾 X30粒

.40 

30 
ω 

1E吋E 8 L 

ち 20

仏#むE qt』J 4 J 

1 0 

32 36 40 44 

均 46.5師、雄は 34-39棚の範囲にあって平

均 36.8棚、平均全長値の雌雄差は 9.7棚で

あった。

48 52 

TotaJ Jength (rnm) 

図5・ 常磐沖で沖合底びき網によって漁獲されたされたキタノサクラ

ヱピの全長頼度分布点彩は雄空地は雌

一γ一一「
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頭胸甲長は図 6にみられるように全長と同じく雌が雄より大きく、雌は11-16棚の範囲で、平均14.5

側、維は10-11伽の範囲で、平均11.1側、平均頭胸甲長値の雌雄差は 3.4棚で、あった。
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常磐沖で沖合底びき網によって漁獲されたキタノサクラエピ

の頭胸甲長類度分布 点彩は雄、空地は雌

図6.

体重は図 7にみられるように雌は 0，4-1.1gの範囲にあって平均体重0.82g、維は0.3gと0.5g台で

平均体重 O.45g、平均体重の雌雄差は O.37gであった。

成長に伴って頭胸甲長の雌雄差が著しくなり、雌が大きくなることは、 OMORI、KAWAMURA and 

ArZAWA1972 4) によって既に認められている。
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常磐i中て沖合底びき網によって漁獲されたキタノサクラエピの体重頒度分布

点彩は雄、空地は雌

頭胸甲長と全長の関係 図 8は頭胸甲長Xと全長Yの関係を示したもので、雌は、

y = 9 .872A X 0 .58035・相関係数 0.72904、またはY= 1.8437 X十19.8778・相関係数 0.72A31、雄は 3

尾であるが、 Y=2.臼53X 1.094ω ・相関係数 0.90022、またはY= 3.6403 X -3.5745・相関係数

0.99805で表わされる。

この図から同頭胸甲長の雌と雄の全長を比較すると、当初は雄が短いが成長するにしたがって、逆

に同じ頭胸甲長の雄の全長が雌の全長より長くなる傾向があることがうかがえる。 OMORI，KAWA-

MURA and A工ZAWA1972 4) が北太平洋で ORIネットにより採集したキタノサクラエビ標本で示し

た式で、は頭胸甲長 7~ 9 mmの付・近にその交点がある。

図7.
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図8. 常磐;中で沖合底びき網によって漁獲されたキタノサクラエビの頭胸甲長と全長の関係
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頭胸甲長と体重の関係 図9に頭胸甲長Xと体重Yの関係を示した。雌と維は区別をしていない。

そしてそれはY=o.∞ω857X 1 .98003・相関係数 0.8717で表わされる。 OMOR工，KAWAMURA

and ArZAWA 1972のが示した式から同頭胸甲長の体重を比較すると、本報告のそれがやや重い。
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0.40 
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Carapace length (mm) 

20 

図9. 常磐沖て沖合底びき網によって漁獲されたキタノサクラエピの雌雄を区別しない

頭胸甲長と体重の関係
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卵径 図 10、表 3左欄は全長 48.8冊、頭胸甲長 15.8棚、体重 1.01gの雌 1尾の卵巣から適

当に卵を摘出し、顕微鏡で無作為に卵径を田0粒測定した結果である。最小卵の卵径は O.∞3棚で、

0.010棚未満の卵が最も多く、次いで 0.010-0.019棚、 0.020-0.029と続き、以上 3階級で 92.6%を

示す。そして卵径が大きな卵ほど卵数が少なくなる分布型を示した。 ζの個体では最大卵の卵径が

0.120棚で、 O.ω0-0.129棚(大型卵)の卵数割合は 0.6%であった。

す一一一一一一一一
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50 

15日
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【
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0.01 

常磐沖て沖合底びき網によって漁獲されたキタノサクラエピの卵径組成

雌 1個体から 500粒を無作為測定

図10.
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表3. 卵径測定結果

1 尾 の 卵径 20 尾の大型卵径

百分率 累積 百分率 累積
!)s 径棚 尾数 百分率 尾数 百分率

守も ず。 ?ら ?も

0.000 - 0.009 259 51.8 51.8 

0.010 - 0.019 163 32.6 84.4 

0.020 - 0.029 41 8.2 92.6 

0.030 - 0.039 14 2.8 95.4 
0.040 - 0.049 6 1.2 96.6 

0.050 - 0.059 10 2.0 98.6 

0.060 ~ 0.069 3 0.6 99.2 

0.070 ~ 0.079 1 0.2 99.4 4 6.6 6.6 

0.080 ~ 0.089 。 0.0 99.4 1 1.6 8.2 

0.090 ~ 0.099 1 0.2 99.6 7 11.6 19.8 

0.100 ~ 0.109 1 0.2 99.8 10 16.6 36.4 

0.110 ~ 0.119 。 。 99.8 15 25.0 61.4 

0.120 ~ 0.129 1 0.2 100.0 5 8.3 69.7 

0.130 ~ 0.139 4 6.6 76.3 

0.140 - 0.149 4 6.6 82.9 

0.150~0.159 2 3.3 86.2 

0.160 ~ 0.169 3 5.0 91.2 

0.170 ~ 0.179 2 3.3 94.5 

0.180 ~ 0.189 1 1.6 96.1 

0.190 ~ 0.199 一
0.200 ~ 0.209 2 3.3 99.4 

計 500 100.0 60 99.4 

図 11、表 3右欄は維2J尾の卵巣から適当に卵を摘出し、作為的に 1尾につき 3粒の最大卵の卵径を

顕微鏡で測定した結果を示したものである。卵径は 0.07棚-0.209棚の範囲にあって、表 2に示した

ように大型卵群卵の平均卵径は 0.117棚で、あった。

図u町こ無作為測定の卵径と作為測定の大型卵群卵卵径測定結果を同時に示した。大型卵を作為的に

選別して浪u定した結果その卵径範囲は、無作為測定時にみられた大型卵の卵径範囲 O.ωo~ 0.129酬を

超えるが、前述のように作為測定の大型卵群の平均卵径値は 0.117棚、最頻値は 0.110棚で、無作為

測定時の大型卵卵径範囲 0.090-0.129棚の範囲におさまる。そして作為酎定で 0.129棚より小さい卵

径を有した卵は 69.7%を占めた。

PEARCY 如 d FORSS 1蜘 13)によれば 1967年 2月に実験室で 1尾の雌から産まれた卵は直径が

230 ~330μであったという(そしてこれらの卵のいくらかはあとで naupliiで僻化した)。したがっ

て直径が 0.230棚より大きい卵は成熟しているとしている。また 10月-6月の聞にオレゴン州沖合で

採集された2J尾について測定した卵の37%は成熟卵(卵径 0.230~ 0.480胴)であった。 7~9 月の 3

ヶ月聞に採集された雌の全ての卵は卵径が 0.230棚より小さく未熟であったことを報告している。

本報告の卵は最大卵が 0.2伺棚、大型卵群卵平均卵径が 0.117mmであるから、 PEACY and FORSS 

1969 13)の成熟卵の下限卵径を下廻っており、全て未熟卵ということになる。

戸圃
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F四

発育期・生活周期の推定
PEARCY and FORSS 19田 13)によればオレゴン州沖でアイザックキッド中層トロール (6feet 

1 saacs Kidd mi dwa ter trawl 5mm目)とプラソグトンネット (1mdiameter ，0.571棚目)で採

集じた標本から平均的な成長をみると、年末に頭胸甲長がU棚に達する。それ放 1ヶ月に約 0.8棚成

長する。産卵期は前述のように卵巣内の大型卵の出現から推して 7~9 月の夏期を除いた 10~ 6月で

あるo また雌It頭胸甲長11棚で卵巣がよく発達し、卵径が 0.000棚以上の卵を有し、成熟している。

維は頭胸甲長11棚かそれより大でPetasmaがよく発達しAdultであるという。
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頭胸甲長の平均値 (GENTHE)および最頻値 (OMOR工etaりから推定した

キタノサクラエビの雌雄の成長と常磐沖て漁獲されたそれの発育期の推定

Issacs-Kidd midwater trawl， by G間 叩E

onen circles are females and black circles are males.s:spent 

o. F~~~ ~;o;';~~hs of Baleen Whales. by OMORI. KAwAMURA and AIZAwA 

O骨 Trawl.the report 
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o. 
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ー
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図13.
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GENTHE 196914)によれば Santa Barbara湾で 6feet Isaacs Kidd midwater trawl ・

2-3ノットで採集した標本から、平均的な成長は 1年 (12ヶ月)で頭胸甲長が約 7棚、 1ヶ月に

0.5-0.6棚成長する。そして頭胸甲長U棚より大型の成熟雌の月別出現尾数が 3月、 6-7月、 10月

に山を示し、この成熱雌の中で放卵維の月別出現尾数は 6-7月の初夏と、 10月の秋に山があって生

殖活動が最高になるのは、即ち産卵期は初夏と秋である。

また産卵前期の 6-7 月に産れたものは翌年の 8 月に頭胸甲長 7.0~8.5mmの若エピになり、産卵中後

期の 8-10月に産れたものは翌年の 8月には 5.0-6.5棚、産卵後期に産まれたものは翌年の 8月には

5.0棚以下に成長し、次の年(産卵された翌翌年)にAdultになって初夏と秋に産卵する。つまり約

2年間生きて満 2年目で産卵すると報告している。図 130 したがって GENTHE1抑 14)の成長に関

する報告は、 PEARCY and FORSS 196913) (や BARHAM1957) が満 1年で産卵して死亡するとし

た結論と異なっている。

さて以上のことを参考にすれば本報告のキタノサグラエピ S.similisは、維の平均頭胸甲長が 11.1

棚、 Petasmaは発達し、また雌の平均頭胸甲長が 14.5棚であって、却尾の雌全てが卵径 O.回O棚の

卵を卵巣に保有していたから、雌維とも Adultであろうと思われる。図 13
0

卵巣内の大型卵群卵の卵径は全て熱卵下限直径の O.おO棚より小さく、未熟であったから、産卵期では

ないとみられる。

密度

漁業資源的価値を期待する場合、密度はその 1つの要素であろう。以上に若干の検討を行った。

漁具は前述のとおり日本漁網製の底びき網(日網回一C型トロール網)で、その構成図によればヘ

ッドロープ長は 16.4m十3.6m十16.4m= 36.4 m、 網口の高さは水槽実験結果で、は速力 2.0ノットで

6.5m、2.5ノットで 6.0m、3.0ノットで 5.3m、3.5-7.7ノットで 4.1mであった 15)。また網口の

高さを経験的に算出する方法は(奥袖網地長十袖脇奥網地長) X 0.3=ひき網中の網口の高さで 15)

上記構成図から計算すると (80目+74目) X叩棚X0.3=4.158mとなる。

袖先の聞きは、ヘッドロープ長×をとされている ωから 36.4mXト18.2mとなる。

また曳網距離を他の沖合底びき網の操業記録 17)から推定して約6，側m(平均ひき網時間 1時間21

分、平均ひき網距離 6，012m、ひき網速度 2.40ノット)とする。

瀦過水量 15)、18)を「網口の高さJX r袖先の聞きJX rひき網距離Jで概算すると、前記の値か

ら4.2mx18.2mX 6∞Om=必8，640m 3となる。

漁獲量は第 I航海目が 1ひき網当り 7印Kg、第 2航海目が 830Kg であったから 1mS当りの密度・

重量は

第 1航海自 760Kg...;-458刈om8= 1.657g/ms 
第 2航海目 閥均÷必8，640mS 

= 1.810g /ν となる。

平均体重は(雌尾数×雌平均体重十雄尾数×雄平均体重)...;-雌雄尾数であるから(157尾 XO.8176

g十3尾 X0.4533g) ...;-160 = 0.81回gとなり、これから 1mS
当りの密度・尾数は

第 1航海目 1. 657 g /ms -;-0.81佃 g/尾=2.0437尾/mS

第 2航海自 1.810 g /ms -;-0.8100 g/J尾 = 2.232A尾ルf となった。

河村 19713)はナガスクジラの索餌の対象となる程度のパッチを形成しているキタノサクラエビ S.

九mitねの密度は、合理的にみて略々 1，0∞-2，∞0尾/m8
と試算し、駿河湾産サクラエビ S.lucens 

の59-回8尾/ば、南極洋産のオキアミ El伊ha即日 superhαの 61，∞o尾/nf、E.kroniiの 31，000尾
/ぽなどと比較し、不当に高い密度ではないとしている。

OMORI， KAWAMURA and AIZAWA 19724)はナガス鯨の掻餌時のi慮過水量と胃中のキタノサクラ

エビ S.阿部μげの量から集群中の密度は、 91-4，375尾パrtと推定している。またORIネット(口
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輸口径 1.6m、口輸函積 2nf、全長 7.5m、網目 1棚、 2棚、 0.33棚、ひき網速度 2ノット)を 1，側m深

から斜曳きして採集した場合は、 17尾...;-8，0∞m
S
= 2.1尾/1，∞Om

Sが最高であって、ナガス鯨の掻餌から

追った密度に比し、ネット採需による密度は低く評価されるとしている。

OMOR工，KAWAMURA and AIZAWA 19724)，大森 19745) はアイザックキッド中層トロール (6

feet Isaacs Kidd midwater trawl， 網口の縦の広がり 1.8m、網口横断面積 1.2nf、ひき網速

度 4.5ノット)で、調べた集群しているサクラエピ S.t即 e1W'の30m層における密度は、最高 2.8尾

/nf 12\ 平均1.1尾/ば 4)、であったが、実際には~~176尾/ばぐらいであったろうと報告している。

採集具やひき網速度が各々異なるが単純に比較すれば本報告の集群していたと思われるキタノサク

ラェビ S.simitis の密度は、 2.0~2.2尾/ばであるから産卵期に集群していたサクラエピ S./'u

censの最高密度 2.8尾伽Sと大差がない。

表 4に近年の駿河湾におけるサクラエピ S.tucensの漁獲の状況を蒔田 197319)、197420)、197521)

197622)、1W723)、 から引用して昭和 47~51年の 5年間についてまとめて示した。

この表からサクラエピs..t ucensの 1投網当り漁獲量は不漁年で年平均が 105Kg、豊漁年で 1，476Kg

通常 3∞ Kg程度とみられ、本報告のキタノサクラエピS.れmμsの1投網当り漁獲量 7曲 Kg、田O

Kgに比して高い漁獲量とは思えない。

年

47 

48 

49 

50 

51 

表4. 駿河湾産サクラエビの漁獲状況

出漁 一日一 一投網 延出漁

漁期 総漁獲量Kg 統当り 当り漁

春

秋

計

春

秋

言十

春

秋

計

春

秋

計

春

秋

5十

日数 漁獲量 Kg 獲量Kg 統数米

1，755，024 32 914.1 87.7 1，920 

1，823，103 33 920.8 130.5 1，980 

3，578，127 65 917.5 105.3 3，900 

1，290，898 25 912.9 209.6 1，414 

1，693，323 29 973.2 201.9 1，740 

2，984，221 54 629.6 205.1 3，154 

1，917，724 30 1，065 290.8 1，801 

2，506，¥)62 30 1，393 429.3 1，800 

4，424，686 60 1，229 355.8 . 3，601 

3，643，206 33 1，840 1，476 1，980 

2，041'，187 26 1，310 474 1，558 

5，684，393 59 1，610 839 3，538 

1，041，067 30 586 185.7 1，777 

1，884，190 37 849 477.7 2，219 

2，925，257 67 728 306.3 3，996 

蒔田 19)- 23)から引用、一投網当り漁獲量は漁況日報から

来印は著者が計算

一日平

均出漁

統数米

60 

60 

57 

60 

60 

60 

60 

60 

59 

60 

OMORI 196912)によれば駿河湾のサクラエピ 2そうびき漁業の網は片袖網長 (wing)が 90m、

袖網の高さ3)m 24)、下網長 (belly) が 35m、コヅド長 ~m24)、ひき網速度 2 ノット 24) 、約 1 時間

F圃圃
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びきであるというから、片袖長が 16.4m、網口の高さ 4.2m、下網長 (belly)が 24.44m、コッド長

が 8.6m、約 2.4ノット、1.2時間びきの本報告の底びき網より群れを捕そくする能力ははるかに上廻

るとみられ、こうし、う点から考えても本報告のキタノサクラエビの密度は漁業の対象となるに充分な

密度であったとみられる。

コッドの目合が 2cmと3cmの底びき網に 1トンも漁獲されたという驚きが漁業資源的価値の一端を

単純に表わしている。

垂直分布

本報告のキタノサクラエピ S.付加tisが海深 500m付近で、底魚のキチヂを目的にひき網中に漁

獲され、また入網は昼間にのみ限られ、夜間は全く入網しなかったことは前述したとおりである。こ

れは聴取調査の折、船頭が発した質問事項のひとつでもあった。また魚群探知機に記録されなかった

ことも疑問のひとつであった。

QMORI， KAWAMURA and AIZAWA 19724)によればキタノサクラエビS.打 開μsは昼夜にわた

る日周移動が顕著で、本種は昼間どの地点でも 400mより下から発見された。そして昼間漁獲量が大

きかった 1550 wj沿いの 2つの地点では 5∞-7fIJmからのみ発見された。また夜間の大漁獲は通常表函

から 2∞m層で、特に50mより上で獲られた。しかし夜間の表層びきでは漁獲されなかった。相模湾

では夜間 270-1200mで漁獲された (7月の 100-150mにおける 1漁獲例を除いて)という。

大森 19745kよれば、 200KC/ sec の魚群探知機で調査したサクラエピふれwensの日周移動12)

と同様の現象がカリフオルニヤのサンタパーパラ沖のS.simiμsで BARHAMや CLARKEによって

認められたo BARHAMは日中水深 4∞~制mに記録される DSLが、 S.simitisの集群によるもので

あることをパチスカーフによる潜水観察で確かめたという。

以上のことを参考にすれば昼間にのみ漁獲され、夜間漁獲されなかったのは日周移動によって夜間

は浮上していたためキチヂ底びき網に入網しなかったものと考えられる。

また昼間海深 5∞mで集群していたキタノサクラエビS・simitυ を漁獲した際、魚群探知機にD

SLが記録されなかったのは 50K Cの魚探を使用していたためであろう。

漁獲物の利用

漁獲物の流れを調査した結果は次のとおりである。

第 8観音丸

小名浜漁協魚市場

I I l.小名浜漁協冷凍工場

I L占茨↓城冷凍工場一一ルビー株式会社

Lー+福島県漁連 ここ橋本加工屋(久の浜)

漁獲物は10Kgにパン詰し冷凍された。また表 1に示したように小名浜漁協魚市場での入札価格は

81円-1∞円/Kgであった。

茨域冷凍はカルビー株式会社に煎餅用として売却した。橋本加工屋はかき揚げ用、冷食のエピ素材

として使用する予定で 200Kg ほど県漁連から購入した。昭和51年 4月には南極洋のオキアミが品薄で

2∞円/[¥gぐらいしたのでキタノサクラエビを代りに購入した。オキアミは特有の臭いがあるので、

他のエビを混ぜてm かき揚げ"にするが、キタノサクラエビは臭いもなく、また柔かで向いていると

述べた。
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近縁種のサクラエピ S.ωoe九Sは昭和51年には 7∞円/Kgであったというから、キタノサクラエヒ

s. simitisの有用性が期待されるO

なお体が非常に柔かく、冷凍物を解凍すると、頭胸甲部と胸部がノミラパラになる個体が多かったo

:.6. 
日間

議

キタノサクラエピs.れ即tis HANSEN は相模湾の 35o
n'N、139

0

28'E で採集され、 HANSEN

1蛸 11)によって最初に報告された。

北東太平洋における分布については、根本側 1)が 1抑年の北鯨の胃内容物による餌料生物調f
c区二元??;22二ZE223士二、;二uf?自主;;:二ガス豚
河村 19702)、19713)、は 1怖7年以降北鯨が主な捕獲対象種をナガス鯨からイワシ鯨に移すにともなっ

て、主要捕鯨漁場が印ON以南域の中緯度海域に集中した結果、それまで餌料生物目録になかったグサ

カ.リツボダイヤやサグラエビ近似種 S・九mitisHANSENが胃内容物として出現し、 41
0

N-52
0

Nの

1570W-1740Wと1320W -143 oWで捕獲されたイワシ鯨・ナガス鯨に S.付加μsが単一種で飽食さ

れーまた OMOR工， KAWAMURA and A工ZAWA19724)、大森 1974
5
)によれば 50明 -60

0

Nの水域では

ムアミ類時慨持食していか:、 410N-520Nではナガス鯨の必~師、イワシ鯨の 9-13%が、

s. simit 日を捕食していたと報じている。

その後 1972年から北鯨の操業域が却ONまで拡大され、河村 1973
25
)は北太平洋 40

0

N以南漁場のイ

ワシ鯨の餌料についても報告しているが、 340N-4QONの165
0
E-180

0

E と155oW-180 oWで捕獲

されたイワシ鯨は主として楼脚類のCαdα叫 ω paoifious、それと並んでマサパ、マイワジ、 キュウ

リエソを捕食し、オキアミ類やキタノサクラエピふれmitisは全く出現しなかったと述べている。

この結果は河村 19713)や OMORI，KAWAMURA and AIZAWA 1972 4)が報告した太平洋では40
0

N -

500Nの北太平洋一日本近海からカリフオルニヤ半島沖までーが主分布域であるという推定を裏付けた。

M工LNE19689)は米国太平常岸の本種の分布について中層トロールで採集した結果では、 420 56'N 

-49 0 '51' N、1270 37'W-142013'Wで固まれた部分に多く、特に 48
0

23'N、131
0

41'W で最も多かっ

たと報告しているoこの結果は前出の河村 19702)が鯨の餌料から報告した 41
0

N-52
0

N、132
0

W-

and AIZAWA 1972 4)は 400 N-日ON.160
0 

1430Wの分布域とよく一致する。 OMOR工， KAWAMURA 

E-1印。Wにかけて ORIネットで採集したが、 160oW -180
o
Wで密度が高かったoこの海域は河村

1970 2)が鯨の餌料から報告した 410N-520Nの157
0
W-174

0
Wの分布域と一致する。

そして河村 19702)は、索餌海妓においてヒゲクジラ類の索餌の対象となる生物群は、いずれも非常

に濃密に集群吹パッチ"あるいはそれに近い状態を示す生物に限られていることがこれまでの餌料と

索餌に関する諸報告により明らかであるから、キタノサクラエピs.ηmitisがヒゲタジラ類の餌料と

して大量にみられるということは本種がパッチ状をなし、かつDSLあるいは SLを形成するという

生態学的特性をもつであろうことの証拠を側面から提供していることになると述べ、さらに駿河湾産

サクラエピs.tuoensの代替品としての資源開発に言及している。

ZZ2ZJJJjよfJよみじニ;;了ff;1275TJJfziJ312 
はアラスカ湾南部でイワシ鯨とナカ余ス鯨によって喰べられるキタノサクラエビs.九mitis はこの海域

に鯨達が滞在する 6ヶ月間におよそ 14万トンに達すると見積っている。そしてキタノサグラエビ 8・s一

問 μ日 の Standing stockは合衆国の西海岸沖合の海谷の急勾配な斜面でまた非常に多いと述べ

ている。

国
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ピ 、 日本近海の分布についてはOMORI，KAWAMURA and AIZAWA 19724)が、 1964年-1970年にかけ，

てOB， Iネット採集によって駿河湾、相模湾、房総半島沖、金華山沖、北海道東岸~南千島沖の調査を

。 行っているが、分布の最南端は駿河湾で記録された 34031'N ， 138"32' Eで、 350N以北の太平洋に分

布し、日本海では発見きれなかった。そして 400N以北の分布量が大で、相模湾~房総半島沖と道東

~南千島沖で 0.5-1.0尾/1，0∞dの密度を得ている。また相模湾でのキタノサクラエビ S.simit日

の漁獲は水温の減少に伴って増加し、日本の各地で呉常冷水が起きた後の年の昭和39年の 1月は特に

~N 漁獲量が大であったと報告している。

前出のように本報告の密度は 2.0-2.2尾/mS、OMORI，KAWAMURA and AIZAWA 4)の密度 0.5-

i査 1.0尾/1，OOOmsの約捌倍、酸河湾でOMOR工のゆが調査したりラエピS.ωoensの平均密度1.1

鯨 三 尾/ばをはるかに超え、最高密度の 2.8尾/mSに迫る密度であるから、日本近海においてもキタノサグ

ラエピ S.simitisを漁業資源として考える余地があろう。

L 昭和51年 4月4、5、 6日と 4月聞に沖合底びき網漁船が塩屋崎EすS31浬・海深閑Omと日

立銅山沖で小型エピを丸田OKg/4.5ひき網と 190Kg漁獲した。

2. この小型エピは腹面、触角柄、胸肢に発光器が並んでおらず CSergestes属の特徴)第 1触角

板は第 1節が第 3節より長い CSergestes simitis雌雄共通の特徴)ことおよび雄性生殖突起

〉イ petasnaの特徴から Seγgestes simitis HANSENキタノサグラエピと判明した。

5獲 3 雄性生殖突起Petasmaの有無により雌維を判別し、性比を調べた結果、雌即尾に対し維はわ

」ウ 3 ずかに 3尾で、性比は 1:0.01911、雌 100尾に対し維が約 2尾という結果を得た。網目の選択を考え

'0 なければこの発育期・生活周期の S.simitiけ土雌が別個の群れをつくるものと考えられる。

4. 雌の平均全長は 46.5棚、雄は 36.8棚で平均全長値の雌雄差は 9.7棚であった。

たo 雌の平均頭胸甲長は 14，5棚、維の平均頭胸甲長は 11.1棚で、平均頭胸甲長値の雌雄差は 3.4棚であっ

'N た。雌の平均体重は 0.82g、維の平均体重は 0，45gで平均体重値の雌雄差は 0.37gであった。 発育

かっ ; に伴って雌維の成長の差が著しくなり、雌が大きくなるという OMOR工， KAWAMURA and AIZAWA4) 

と同じ結果を得たo

，0
0 

また PEACYand FORSS 19ω13)は頭胸甲長 11棚かそれより大で雌維とも Adultであるとし、

す OMOR工， KAWAMURA加 dA工ZAWA4)は頭胸甲長 11棚の雌および 10棚の雄と、それより大きい個

体はそれぞれ Adultとしているが、本報告の雌は頭胸甲長が全て 11mmと、それより大、また維は頭

If常 { 胸甲長が全て 10棚とそれより大であったから全個体がAdultであると推測される。

斗と 5. 全長 48.8棚、頭胸甲長 15.8棚、体重1.01gの雌 1個体の卵巣から適当に卵を摘出し』頭微鏡で無

批 ; 作為に卵径を 5ω粒測定した結果、最小卵の卵径は O.鵬胴で、最大卵の卵径は 0.1却棚で、あった。

いう j そして 0，010棚未満の卵が最も多く、 O.020mm、0.030棚未満の 3階級の卵数は 92.6%・となった。大型

跨産 ; 卵群の卵径 0.090-0.129棚の卵数は 0.6%であった。

6. 却尾の卵巣から適当に卵を摘出し、作為的に最大卵の卵径を 1尾から 3粒づっ計 6備部陸した結

密な ! 果、その平均卵径は仏印刷であったo また最大卵は問棚で、あったo

4ω 7. 0.230棚より大きい卵が熱卵とすればゆこの発育期・生活局期のキタノサクラエピS.ηmμs

海域 j の維は未熟卵のみを抱卵していることになる。

• s- 8. 網口の高さ 4.2m、袖先の聞き 18.2m、ひき網距離を 6，∞Omとすれば、漏過水量は 458，640mS 

述べ i となった。 1ひき網当り漁獲量は 7同 Kg、830Kg。性比を考慮、した平均体重は 0.8108gであったから

密度は 2，0-2，2尾/ばとなった。 採集器具の違いによる採集量の差を無視すれば、本報告のキタノ

:っ

サ

り

7さ

?は

要 約
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ーェピ S.tucensの産卵期の密度と差がないとみら
サクラエビ S.simitisの密度は駿河湾産サグブ

れる。
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